
栃木労働局

発生年月 事故の型 業種

時間帯 起因物 事業場規模

平成30年1月 墜落・転落 陸上貨物運送事業

19～20時 作業床等 20～30名

平成30年2月 交通事故
その他の事業
（警備業）

８～９時 乗り物等 20～30名

平成30年4月 墜落・転落 接客娯楽業

15～16時 用具 20～30名

平成30年4月 交通事故 商業

3～4時 乗り物等 30～40名

平成30年4月 交通事故 陸上貨物運送事業

5～6時 動力運搬機 20～30名

平成30年4月 交通事故 道路旅客運送事業

9～10時 乗り物等 １～10名

平成30年5月 交通事故 清掃業

8～9時 乗り物等 10～20名

平成30年7月 交通事故 陸上貨物運送事業

2～3時 動力運搬機 60～70名

平成30年7月 交通事故 建設業

7～8時 乗り物等 20～30名

平成30年8月 感電 鉄鋼業

17～18時 クレーン 20～30名

平成30年8月
はさまれ・巻き
込まれ

その他の事業
（警備業）

3～4時 動力運搬機 40～50名

平成30年10月
はさまれ・巻き
込まれ

輸送用機械等
製造業

9～10時
金属加工用機

械
1000名以上

平成30年11月 交通事故 商業

13～14時 動力運搬機 20～30名

平成30年12月 墜落・転落
その他の事業
（研究業）

9～10時 構築物 1000名以上

11

東北自動車道の下り線追越車線において、交通規制撤去作
業中に、後退してきたトラックに轢かれたもの。

車にて配達業務を行い、事務所に戻る途中、十字路の交差点
にてトラックと出合い頭に衝突したもの。

7

仕事先に向かうため、国道を自動車で走行中、対向車がスリッ
プしセンターラインを越えてきて、衝突された車の助手席に
乗っていた被災者が被災したもの。

5

トレーラーを運転して国道を走行中、跨線橋左側のガードレー
ルを乗り越え、約10ｍ下の側道に転落したもの。

6

軽トラックにて国道交差点の右折車線に停止していたところ、
後方から大型貨物自動車に追突されたはずみで、対向車線に
押し出され、走行してきた中型貨物自動車と衝突し助手席に
乗っていた被災者が被災したもの。

14

構内の立体駐車場に止めてある社用車付近で作業中に、当
該駐車場の壁を越えて、約13ｍ下の舗装面に墜落したもの。

脚立に上り屋根のペンキ塗りをしていたところ、墜落して頭部を
強打したもの。

3

8

トレーラーを運転して県道を走行中、緩やかな下りの左カーブ
のところで、対向車線を横切り建物に突っ込んで横転したも
の。

9

軽ワゴン車を運転して県道を走行中、下りの左カーブのところ
で、センターラインを越え、対向車と正面衝突したもの。

13

トラックを運転して国道を走行中、緩やかなカーブのところで、
センターラインを越え、対向車のトラックと正面衝突したもの。

12

研掃機の搬出側の扉付近で、作業を行っていたところ、扉が
自動で閉まり、扉とドラムに上半身をはさまれたもの。

10

工場内に設置されている天井クレーンの部品交換作業中に、
絶縁覆いのない横行トロリ線に接触し、感電したもの。

市道沿いの街路樹の剪定作業のためセンターラインのある片
側一車線の道路上で交通誘導業務中、市道を走行してきた乗
用車が被災者に気付かず衝突した。

4

平成30年　栃木県内における死亡労働災害発生状況

番号

1

災害の概要

荷積みに来た運送業者により、構内のプラットホーム下に倒れ
ている被災者が発見された。被災時の目撃者がなく詳細不明
ながら、荷物の取扱い中に何らかの原因でプラットホーム上か
ら1.3m下に墜落し、地面に頭部を強打したと推定される。保安
帽の着用なし。

平成30年確定
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